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4 普及啓発と情報発信 

4.1 普及啓発方法の検討 

実証試験実施場所である琵琶湖疏水蹴上インクラインは、京都市の観光名所として市民や観

光客に親しまれ、京都市の景観を構成する重要な存在となっている。 

周辺には南禅寺や岡崎公園等が立地するとともに、インクライン自体も史跡という立地条件

の中での小水力発電は、PR 効果が高く、普及啓発を行う意義は大きい。 

そのような環境下での普及啓発方法は「観光業と連携した利用」が鍵になり、小水力発電に

よって発電した電力を、例えばイルミネーションの電灯や電動アシスト自転車への充電等に利

用することが考えられる。 

 

1) イルミネーションの電灯への利用 

インクラインは桜の名所としても有

名であり、春になると多くの人々で賑わ

う。小水力発電の稼働期間中にイルミネ

ーションを点すことで、訪れる人に安ら

ぎを与えるとともに、発電の「見える

化」が進み、環境意識の啓発につながる

ことが期待できる。 

（左）イルミネーションイメージ 
（右）インクラインの桜 

右写真出典：京都観光 Navi 

2) 電動アシスト自転車の充電への利用 

電動アシスト自転車はバッテリー（蓄電池）でモ

ータ（電動機）を回して人力を補助する自転車であ

り、価格も 1 台 10 万円以下と生活に身近な存在と

なっている。 

また、最近では環境負荷の軽減やまちおこしとい

う観点から、行政と民間が連携したレンタサイクル

事業が各地で行われており、電動アシスト自転車の

貸し出し等の事例もある。 

京都市内でも既にレンタサイクルが実施されて

おり、市内に 12 箇所のポートが設置されている。

小水力発電設置場所付近に新たなポートを設置し、

発電した電力を電動アシスト自転車の充電として

利用することで、レンタサイクルの利用者や訪れる

観光客に対する小水力発電の理解向上につながる

ことが期待できる。 

京都市レンタサイクルポートマップ 
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4.2 情報発信 

今回のらせん水車実証試験は、京都市ホームページにおいて事前案内が行われた。また、実

証試験の様子は各種新聞記事に紹介され、多くの人々に対して情報発信が行われた。 
京都市ホームページにおいて公開された案内資料と、実証試験後に報じられた新聞記事を以

下に示す。 

  
図 4.1 京都市ホームページで公開された実証試験の案内_1 

出典：http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000145867.html 
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図 4.2 京都市ホームページで公開された実証試験の案内_2 

出典：http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000145867.html 
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図 4.3 京都新聞記事（2013 年 3 月 24 日） 

出典：http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20130323-00000020-kyt-l26 

 

 

 
図 4.4 毎日新聞記事（2013 年 3 月 24 日 地方版） 

出典：http://mainichi.jp/area/kyoto/news/20130324ddlk26040189000c.html 

 


